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▲春闘・統一自治体選挙の勝利に向け、団結ガンバロー

高橋中央委員
（八幡市職労）

中川中央委員
（京都市職）

執行委員
小笠原 隼さん
（久御山町職）

執行委員
岩本 美菜さん
（八幡市職労）

監査委員
岡根 良太さん
（国保労組）

▲答弁する
川戸書記長

　

冒
頭
、
岡
本
委
員
長
は
、

「
今
春
闘
で
の
連
合
の
賃
上

げ
目
標
は
５
％
以
上
。
大
手

企
業
で
は
７
％
以
上
で
も
満

額
回
答
が
出
そ
う
な
状
況
だ

が
、
人
事
院
勧
告
に
影
響
す

る
事
業
所
５０
人
以
上
の
多
く

は
中
小
企
業
で
あ
る
。
物
価

高
騰
分
に
加
え
て
賃
金
引
上

げ
分
を
価
格
に
転
嫁
で
き
る

か
が
課
題
と
な
っ
て
お
り
厳

し
い
状
況
だ
。
私
た
ち
公
務

員
の
賃
金
水
準
も
あ
が
っ
て

お
ら
ず
、
こ
の
物
価
高
に
よ

り
組
合
員
の
生
活
は
厳
し

い
。『
あ
な
た
の
声
で
は
じ

ま
る
春
闘
』
を
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
す
べ
て
の
単
組
で
し
っ

か
り
と
組
合
員
の
声
を
聞

き
、
要
求
書
に
ま
と
め
て
労

使
交
渉
を
進
め
よ
う
。
ま
た

政
策
実
現
に
向
け
た
政
治
活

動
の
推
進
で
は
、
４
月
に
執

行
さ
れ
る
統
一
自
治
体
選
挙

の
取
り
組
み
が
非
常
に
重
要

と
な
る
。
私
た
ち
の
代
表
で

あ
る
組
織
内
、
政
策
協
力
予

定
候
補
の
必
勝
を
め
ざ
し
た

い
」
と
主
催
者
を
代
表
し
て

あ
い
さ
つ
。

　

議
事
に
入
り
、
経
過
報
告

と
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会

計
、
監
査
報
告
が
承
認
さ
れ

た
。
次
に
、
第
一
号
議
案
・

当
面
の
闘
争
方
針
案
が
執
行

部
よ
り
提
起
さ
れ
た
。
中
央

委
員
か
ら
の
発
言
に
対
す
る

執
行
部
の
答
弁
を
受
け
て
採

決
に
移
り
、
す
べ
て
の
議
案

が
可
決
・
承
認
さ
れ
た
。
第

二
号
議
案
で
は
、
専
門
部
選

　

府
本
部
は
２
月
２７
日
、
京

都
府
自
治
振
興
課
・
砂
子
坂

課
長
に
西
脇
知
事
宛
て
の
２

０
２
３
春
闘
に
か
か
る
要
求

書
を
提
出
し
た
。

　

府
本
部
か
ら
要
求
８５
項
目

に
つ
い
て
主
旨
を
説
明
し
、

物
価
高
騰
に
対
応
し
た
賃
金

諸
手
当
の
改
善
、
最
低
賃
金

に
絡
め
た
初
任
給
の
あ
り

方
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の

労
働
条
件
改
善
、
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
の
な
い
職
場
づ
く
り
等

出
の
執
行
委
員
と
監
査
委
員

が
新
た
に
選
出
さ
れ
た
【
写

真
】。

　

大
会
宣
言
案
を
採
択
し
、

最
後
に
小
西
副
委
員
長
の
力

強
い
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
で
閉

会
し
た
。

に
つ
い
て
自
治
体
へ
の
助
言

を
求
め
た
。
特
に
、
初
任
給

に
つ
い
て
、
地
域
手
当
の
な

い
一
部
自
治
体
で
の
高
卒
初

任
給
は
京
都
府
の
最
低
賃
金

を
下
回
る
状
況
。
公
務
職
場

は
最
賃
法
除
外
だ
が
地
域
の

民
間
給
与
の
指
標
と
も
な
る

た
め
、
そ
の
給
与
体
系
で
い

い
の
か
等
も
含
め
、
各
市
町

村
へ
の
是
正
を
求
め
た
。

　

回
答
交
渉
は
５
月
に
予
定

を
し
て
い
る
。

　

東
京
商
工
リ
サ

ー
チ
の
「
価
格
改

定
・
値
上
げ
」
調

査
に
よ
る
と
、
主

要
食
品
メ
ー
カ
ー

１
２
１
社
の
う
ち
、
２
０
２

３
年
１
月
以
降
の
出
荷
・
納

品
分
で
値
上
げ
を
発
表
し
た

の
は
６４
社
、
値
上
げ
の
対
象

商
品
は
１
万
３６
品
に
上
る
こ

と
が
分
か
っ
た
▼
値
上
げ
の

要
因
は
原
材
料
高
に
加
え
、

製
造
に
掛
か
る
光
熱
費
や
資

材
価
格
も
影
響
し
て
い
る
▼

１
万
３６
品
目
の
内
訳
は
、
加

工
食
品
（
２
９
０
６
品
）、

冷
凍
食
品
（
２
２
８
９
品
）、

調
味
料
（
１
７
５
５
品
）
な

ど
、
一
般
家
庭
で
身
近
に
食

卓
に
並
ぶ
食
品
が
上
位
を
占

め
る
▼
一
方
、
パ
ン
や
ス
ナ

ッ
ク
菓
子
を
中
心
に
価
格
は

据
え
置
き
、
内
容
量
を
少
な

く
す
る
「
実
質
値
上
げ
」
も

９９
品
あ
っ
た
▼
加
工
食
品
で

は
、
ハ
ム
・
ソ
ー
セ
ー
ジ
９

７
４
品
、
練
り
物
・
す
り
身

が
７
３
２
品
、
缶
詰
等
３
６

０
品
の
順
で
多
か
っ
た
。
こ

れ
ら
は
原
材
料
と
し
て
使
用

す
る
肉
や
魚
介
類
な
ど
を
輸

入
に
頼
る
側
面
が
強
く
、
原

材
料
そ
の
も
の
の
世
界
的
な

需
給
に
加
え
、
為
替
動
向
や

物
流
費
な
ど
コ
ス
ト
上
昇
要

因
は
複
数
あ
る
よ
う
だ
▼
値

上
げ
に
対
抗
す
る
に
は
春
闘

に
結
集
し
「
賃
上
げ
」
の
声

を
あ
げ
る
か
し
か
な
い
。
今

こ
そ
「
賃
金
ア
ッ
プ
」
を
声

高
に
叫
ぼ
う
。�

（
英
）

　
府
本
部
は
２
月
１０
日
、
第
１
７
８
回
中
央

委
員
会
を
京
都
府
部
落
解
放
セ
ン
タ
ー
で
開

催
。
２
０
２
３
春
闘
や
４
月
に
行
わ
れ
る
統

一
自
治
体
選
挙
な
ど
の
当
面
の
闘
争
方
針
や

府
本
部
役
員
の
選
出
に
つ
い
て
の
議
案
が
確

認
さ
れ
た
。
出
席
中
央
委
員
は
、
２０
単
組
３７

人
で
女
性
参
画
率
は
３７
・
８４
％
と
な
っ
た
。

▼
高
橋
中
央
委
員
（
八
幡
市

職
労
）
…
①
統
一
選
に
つ
い

て
、
自
治
労
の
政
策
を
実
現

で
き
る
組
織
内
、
政
策
協
力

候
補
者
の
必
勝
に
向
け
、
府

本
部
か
ら
の
支
援
を
。
②
公

共
サ
ー
ビ
ス
に
も
っ
と
投
資

を
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
充
実

を
。▼
中
川
中
央
委
員（
京
都

市
職
）
…
組
織
内
と
政
策
協

力
議
員
の
違
い
と
所
属
党
派

を
超
え
た
京
都
市
会
議
員
予

定
候
補
の
支
援
に
つ
い
て
。

▼
府
本
部
答
弁
…
自
治
体
関

連
職
場
で
働
く
私
た
ち
に
と

っ
て
地
方
議
会
こ
そ
大
事

だ
。
自
分
た
ち
の
職
場
を
自

分
た
ち
が
守
る
、
自
分
た
ち

が
声
を
上
げ
な
け
れ
ば
誰
も

理
解
し
て
く
れ
な
い
と
い
う

思
い
で
統
一
自
治
体
選
挙
の

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た

い
。
公
共
サ
ー
ビ
ス
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
は
、
街
ゆ
く
人
達
に

公
共
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
を

ア
ピ
ー
ル
す
る
こ
と
が
目

的
。
コ
ロ
ナ
禍
を
克
服
し
取

り
組
み
を
お
願
い
す
る
。

　

組
織
内
議
員
は
元
自
治
労

組
合
員
、
政
策
協
力
議
員
は

組
合
員
の
家
族
や
行
政
経
験

者
と
し
て
自
治
労
の
政
策
課

題
に
精
通
し
て
い
る
人
物
等

と
い
う
規
則
に
基
づ
く
。
連

合
京
都
議
員
フ
ォ
ー
ラ
ム
に

所
属
し
て
い
な
い
京
田
辺
市

職
の
元
組
合
員
で
も
あ
る
予

定
候
補
者
の
支
援
に
つ
い

て
、
府
本
部
と
し
て
柔
軟
な

判
断
も
検
討
し
た
い
。

府　本　部
第 1 7 8 回
中央委員会

府自治振興課に
2023春闘要求書提出

第20回統一自治体選挙

京
都
府
議
会（
北
区
）

平
井
と
し
き

�

（
現
職
・３
期
）

京
都
府
議
会（
木
津
川
市・相
楽
郡
）

山
本
あ
つ
し

�

（
現
職
・１
期
）

木
津
川
市
議
会

福
井
　
平
和

�

（
現
職
・１
期
）

宇
治
市
議
会

西
川
と
も
や
す

�

（
現
職
・２
期
）

八
幡
市
議
会

福
田
さ
よ
こ

�

（
現
職
・３
期
）

京
都
市
会（
右
京
区
）

さ
か
ま
き 

ゆ
ず
る

�

（
新
人
）

府本部が推薦する組織内・政策協力候補

会
場
発
言
・
答
弁

新
執
行
部
の

み
な
さ
ん

2023春闘・統一自治体選挙などの方針確認
私たちの代表を全力で応援

物
価
高
騰

物
価
高
騰
にに「
春
闘
」

「
春
闘
」でで
声声
をを
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▲住民が持参した資源物を分別する職員

▲只友景士龍谷大学教授による講演

▲

分
別
さ
れ
た
資
源
物

 

3 

 
（その後自動更新） 

共済府支部
による

3月20日（単組による）
2023年5月1日～2024年3月末日

　

本
部
現
評
清
掃
部
会
（
部

会
長
・
中
川
純
・
自
治
労
京

都
市
職
）
は
１
月
２７
日
か
ら

２８
日
、
京
都
市
内
で
幹
事
会

を
開
催
し
、
京
都
市
の
「
移

動
式
拠
点
回
収
事
業
」（
ま

ち
か
ど
回
収
）を
視
察
し
た
。

　
「
移
動
式
拠
点
回
収
事
業
」

と
は
、
京
都
市
の
「
ご
み
は

資
源
、
可
能
な
限
り
リ
サ
イ

ク
ル
」と
い
う
方
針
の
も
と
、

職
員
が
学
校
や
公
園
な
ど
の

住
民
の
身
近
な
場
所
に
行

き
、
蛍
光
灯
や
乾
電
池
な
ど

の
資
源
物
を
回
収
す
る
取
り

組
み
。
学
区
ご
と
に
地
域
と

調
整
の
う
え
で
、
開
催
場
所

や
実
施
日
な
ど
を
決
定
し
て

い
る
。
現
場
を
熟
知
し
て
い

る
現
業
職
員
だ
か
ら
こ
そ
、

行
う
こ
と
が
で
き
る
地
域
公

共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
だ
。

　

当
日
は
山
科
本
願
寺
の
駐

車
場
で
行
わ
れ
、
雪
が
降
る

悪
天
候
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

多
く
の
住
民
か
ら
様
々
な
資

源
物
が
持
ち
こ
ま
れ
た
。
現

業
職
員
が
住
民
一
人
ひ
と
り

に
丁
寧
な
説
明
を
行
い
、
持

ち
込
ま
れ
た
資
源
物
の
分
別

を
行
っ
た
。

　

会
場
で
は
「
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
資
源
循
環
法
」
に
基
づ
き

４
月
か
ら
導
入
さ
れ
る
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
ご
み
の
新
た
な
分

別
方
法
等
に
つ
い
て
丁
寧
な

説
明
が
行
わ
れ
た
。

　

参
加
し
た
全
国
幹
事
か
ら

は
「
分
別
を
十
分
に
理
解
し

て
い
な
い
住
民
で
も
、
安
心

し
て
分
別
で
き
る
。
現
場
で

働
く
現
業
職
員
だ
か
ら
こ

そ
、で
き
る
業
務
と
感
じ
た
。

自
分
の
自
治
体
で
も
実
施
し

て
い
き
た
い
」
な
ど
の
感
想

が
話
さ
れ
た
。

　

府
本
部
は
２
月
１０
日
、
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
京
都
地
方
自
治
総

合
研
究
所（
京
都
自
治
総
研
）

と
の
共
催
で
、「
２
０
２
３

地
方
財
政
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開

催
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
３

年
ぶ
り
の
全
面
的
な
対
面
開

催
で
の
実
施
と
な
り
、
感
染

対
策
を
施
し
た
ハ
ー
ト
ピ
ア

京
都
の
会
場
に
は
、
組
合
員

・
地
方
議
員
合
わ
せ
て
約
５０

人
が
参
加
し
た
。

　

セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
講
師
を

務
め
る
京
都
自
治
総
研
理
事

長
の
只
友
景
士
龍
谷
大
学
政

策
学
部
教
授
よ
り
、
２
０
２

３
年
度
政
府
当
初
予
算
案
お

よ
び
２
０
２
３
年
度
地
方
財

政
計
画
の
概
要
に
つ
い
て
、

持
論
を
交
え
た
ユ
ニ
ー
ク
な

説
明
が
さ
れ
た
。
１１
年
連
続

で
過
去
最
大
と
な
っ
た
当
初

予
算
に
つ
い
て
は
、「
単
年

度
の
増
加
と
し
て
は
リ
ー
マ

ン
シ
ョ
ッ
ク
時
を
超
え
る
増

加
額
で
あ
り
、
歴
史
に
残
る

年
と
な
る
と
思
う
」と
し
た
。

歳
入
で
は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら

の
経
済
活
動
の
再
開
等
を
反

映
し
た
過
去
最
高
の
税
収
を

見
込
む
一
方
で
、
借
金
で
あ

る
国
債
依
存
率
は
依
然
と
し

て
３０
％
を
超
え
る
と
し
た
。

ま
た
補
正
予
算
に
盛
り
込
ま

れ
た
防
衛
費
に
つ
い
て
は
、

「
緊
急
性
が
高
い
と
は
言
え

ず
、
財
政
法
違
反
で
は
な
い

か
」
と
の
国
会
で
議
論
を
紹

介
し
た
。

　

２
０
２
３
年
度
の
地
方
財

政
計
画
に
つ
い
て
は
、「
地

方
税
の
増
加
に
加
え
、
通
常

地
方
税
が
増
加
し
た
場
合
に

は
減
額
と
な
る
地
方
交
付
税

も
増
加
し
て
お
り
、
一
般
財

源
の
総
額
は
確
保
さ
れ
て
い

る
」
と
し
た
上
で
、
歳
出
に

お
け
る
今
年
度
の
目
玉
で
あ

る
「
地
域
の
デ
ジ
タ
ル
化
の

推
進
」
と
「
地
域
の
脱
炭
素

化
の
推
進
」
に
つ
い
て
の
課

題
を
説
明
し
た
。

　

最
後
に
、「
地
方
交
付
税
、

地
方
債
と
交
付
税
措
置
に
よ

る
地
方
自
治
体
を
政
策
誘
導

す
る
運
営
構
造
が
続
い
て
い

る
が
、
そ
れ
ら
を
ど
う
う
ま

く
使
っ
て
ま
ち
を
つ
く
っ
て

い
く
の
か
、
そ
こ
に
地
方
自

治
、
我
々
の
力
量
が
試
さ
れ

て
い
る
。
激
変
の
時
代
に
地

方
を
守
る
知
恵
を
作
り
だ
そ

う
」
と
し
て
講
演
を
締
め
く

く
っ
た
。

2023新年号クイズ
当選者発表

　キーワードを繋げると「史上初規定投球回数　規定打席
を達成した大リーガーは？」となり、「大谷翔平」が正解で
した。応募総数は153通。たくさんのご応募・ご意見・感
想ありがとうございました。厳正なる抽選の結果次の方が当選されまし
た。当選者には商品券５千円分を進呈します。

【当選者】 京都国保労組　 今　井　康　司　様
自治労京都市職　 田　中　梨　沙　様
自治労京都市職　 安　部　　　守　様
京都交通労組　 塩　野　達　也　様
京 田 辺 市 職　 瀬　上　桐　子　様

地
方
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守
る
知
恵
を

京
都
市
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
を
視
察

２
０
２
３
地
財
セ
ミ
ナ
ー

自
治
労
本
部
清
掃
部
会

自
治
労
本
部
清
掃
部
会

５
月
ス
ポ
ッ
ト
募
集
中

今
の
保
障
で
大
丈
夫
？

今
の
保
障
で
大
丈
夫
？

臨時・非常勤等職員全国協議会

2023年3月13日（月）18：30～20：00
ZOOMによる意見交換
https://us02web.zoom.us/j/87437659904
ミーティングID: 874 3765 9904

159491パスコード:

近畿地連対象ウェブ意見交換会

会計年度任用職員のみなさん

　自治労本部臨時・非常勤等職員全国協議会は、「会
計年度任用職員の処遇改善にむけた法改正を求める諸
行動」の経過と現状や、雇止めや賃金・休暇などの制度
課題、仲間づくりや組合運営の悩みなど、会計年度任
用職員等による取り組み課題についての意見交換を
ZOOMによるウェブミーティングで行う。会計年度任用
職員の組合員は積極的に参加をお願いしたい。

自治労きょうと 2 0 2 3 年 3月1日 （第三種郵便物認可） 第 8 5 6 号（ 2 ）　


